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MARC計画の推移
—固定（長）フィールドの書誌的背景――へ
窪
? ?
・::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
図書を検索するルートの新設には，当然のことながら，それらのルート作りに
要する労カ・コストなどのデメリットを伴う。従来の方法に従って検索ルートの補
強を試みようとする場合，図書特有のそれぞれの特徴から選別あるいは検索するた
めに使用するカードや書冊体目録を作成し整備しなければならない。これにはかな
りの労力と時間とが必要である。しかし， 新たな検索ルートの新設が，これらデメ
リットの派生を危惧することなく具体化できるというのであれば，いうまでもなく，
それは多いに越したことはないであろう。
新たな検索ルートの新設は，利用者がこの検索）レートによって享受するであろ
うメリットと，図書館側がこれらのルート作りに支払うであろう代償との比較から
判断されてきた。とくに要員の不足に悩む図書館にとって新たな検索ルートの新設
は生易しい問題ではなかった。
一般的に図書館は，著者，書名，分類，件名を必要最少限の検索ルートと考え
ている。これに，おのおのの図書館がおかれた個々特有の条件や現境を加味し，そ
の一部あるいは全部を設置しているのが現状であるといえるであろう。これらの既
設の検索ルートは，長年の経験に従い，あるいは然るべき調査を基礎に踏え踏漿さ
れてきたのではあるが，今日の，飛躍的な情報量の増大とともにかなりの増加傾向
を示す図書費にひきかえ，要員の増員が思うにまかせぬ現況下では，この既存の検
索ルートについてさえ．強化どころかその維持すらも事欠く事態に追い込まれよう
としているのである。
新たな技術によって，館員に労力や時間の代償を強制することなく新たな検索
ルートが追加できるというのであれば，さらに，従来の検索ルートと組み合わすこ
とによ って一段と木目細かな検索が可能になるというものであるならば，図書館資
料の利用の面において大きな改善がみられることは明らかであり，かつ，また，そ
れが大いに期待されるところでもあろう。
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この新たな検索選別のためのルートが， MARCの設計にあたって初期原案の
段階から加味されていた。機械処理に合わせた固定フィールドの設定，および書誌
的記載事項のコード化がこれである。
固定（長）フィールド
それでは，固定（長）フィールドとは一体なにを目的として機能し，また，い
かなる根拠をもとにこれらのフィールドが設定されたのであろうか。
ISS Planning Memorandum. no. 3によれば「固定された字数（桁数）によ
って表わされる情報を記録するフィールド（欄）である。固定した長さに決めてあ
るから機械処理がしやすい。したがって，検索に際して書誌的事項の特徴をまず選
別するための手掛かりとなるデーターがこの固定（長）フィールドに記録される」
とある。
次に示したレコード例の ·c1~C5 のフィールドが固定（長）フィールドである。
C1 C2 Cs C4 C5 
01 I ENG 00064663081 A [ 1965 I 0076 I 
02 Newman, Louis Israel, / 1893-/ 
03 The Jewish people, faith, and life; 劣 amanual and guidebook 
of information concerning Jewry and Judaism,/ by Louis I. 
Newman. 
04 New York, Bloch Pub. Co., 1965. 
[etc.] 
C1 著作の言語を指示するコードで常に 3字。
C2 LCのカードナンバー。常に10桁。
Cs 主記入の種類（個人著者．団体著者等）がコードで指示される。常に 1
文字。
C4 出版年が記録される。常に 4桁。
C5 出版地を指示する記号が常に 4文字で記録される。
このレコード例では固定（長）フィールドに 5項目のデーターしかみられない
が，原案では18の項目が固定（長）フィールドの項目として取り挙げられていた。
この原案を叩き台に討議が重ねられ MARCIフォーマットのデザイソが進め
られたのである。もともと，バイロット・プロジェクトの主たる目的は，慣行の書
誌情報が MARCに変換できるであろうか，これを頒布し利用に供することができ
るであろうか，といった可能性をテストするにあった。 1961年以来の基礎調査を踏
まえた実験とはいいながら，いざ実施となると，所定の期日内ではキャラクターの
セットをはじめ種々のコード作成も意を満すにはいたらず，また，プログラミング
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も早々に開始しなければならないなどとの制約もあって，かなりの問題を爾後の研
究に残しながら急ぎ設計されたのが MARCIのフォーマットであった。
そのため，現行 MARCI フォーマットにいたるまでにほかなりの修正改廃
が加えられている。固定（長）フィールドと可変（長）フィールドとの 2フィールドを
構成母体とした MARCIフォーマットからの経緯の概略を対比してみよう。
MARC I 
I 固定（長）フィ ールド 可変（長）フィールド
MARC I 
リーダ― Iティレクト 9-1変二皇j嬰序巴烹倍）1 可変（長）フィールド
MARC I 改訂 ('70.4)
リーダー I~:;;・；でl
MARC l 
〔固定（長）フ ィー ルド〕
1 プロックの長さ
2 レコードの長さ
3 LCカード・ナンバー
コソ トロール・フィールド
MARC I 
〔リーダーJ
1 レコードの長さ
2 レコードの状態
3 レヂェソド
可変（長）フィールド
MARC I改訂版
（リー ダー 〕
1 論理上のレコードの長さ
2 レコードの状態
3 レヂェソド
4 インディケ ークーの字数
5 サプ ・フィールド ・コード
の字数
6 デークー ・ペースアドレス
7 Encodingレペル
8 空欄
9 Entry Map (未使用）
〔レコード・ディレクトリー〕 ；〔レコード ・デーレクトリー〕
1 クグ ； • 1 クグ
： 
2 フィールドの長さ ： 2 フィールドの長さ
： 
3 スクーティソグ ・キャラク： 3 スクーティソグ・キャラク
クー ・ボジッョソ 9 クー ・ボジッ aン'： 〔可変コソトロール・ナソバーJ ' コ｀ノトロール・フィールド〕立 ！戸
1 LCカード ・ナソバー
2 チェック・ディジット
LCコソトロール・ナソバー
麟
4 サブリメソト ・ナソバー： 3 サブリメソ ト・ ナ｀ ノバー ： サプ ・レコード ・ディレクトリ
5 主記入の種類
6 著作の形式
7 柑誌イソディケークー
8 さしえインディケークー
9 地図イソデ ィケー クー
10 会隣インディケークー
4 サフィックス j_Q_Q_]_I 
サプ・レコードの関連性
〔可変固定フィールド〕
匝 匝
1 ディレクトリー内の記入数 i〔固定（長）デー ク ・ー エレメン ト〕
2 I/コード採録日付
3 出版年識別コード
4 出版年 1 
5 出版年 2 
6 出版地（国）コ ード
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1 Vコード採録日付
2 出版年識別コード
3 出版年 1 
4 出版年 2 
5 出版国コード
MARC計画の推移
11 児童円イソデイケークー ： 7 さしえコード i 6 さしえコー ド
12 首語イソディケークー i 8 イソテレクチュアル ・レベ i 7 インテレクチュアル ・レペ
ル・コ ード • ル・コ ード
13 言語 I : 9 複製形体コート: ' ; 8 抜製形体コ ー ド
14 言語 2 : 10 参考図害コート' i 9 参考図古コード
15 出版年の種類 ； 1 官庁刊行物イソデイケーク ，: 10 官庁刊行物イソディケーク
16 出版年 I : 12 会雌刊行物インディケーク＇: 1 会隊刊行物インデイケーク
、 {17 出阪年 2 : 13 記念論文集イノディケーク : 12 記念論文集イソディケーク
： 一 ¢： 
18 出版地 ； 14 索引イソディケークー : 13 索引イソディケークー
19 出阪社 ： 15 記入の本休内に繰り返され i14 記入の本体内に繰り返され
： る主記入イソディケークー ！ る主記入インディケークー
20 図杏の科さ i 16 フィクショソ ・イソディケ ; 15 フィクツョ｀ノ ・イソディケ
： ークー ： ： ータ＿
21 副出記入の種類 : 17 伝記イソディケークー i 16 伝記コ ー ド
22 双古イソディケークー ； 18 言語 : 17 言語コー ド
23 地域用 ： i 18 改変 V コー ド・イ ソデイケ
ークー： 
24 コソ トロール ・インディ； ： 19 目録作成箇所コード
ケーター
25 レコードの長さ
この対照表から MARCIのフォーマットにみられる固定フィールドが，実験
結果の分析 ・評価を経ていかに改廃されてきたか，あらましを伺い知ることができ
るのであるが，ここで，改訂が加えられた MARCI (4版， '70年4月）をもとに
書誌的固定フィールド匝亙亘］のコードとその背景とを遡ってみよう。
而万百l固定（長）テーター・エレメント
1 ファイルヘの採録日付
MARC、ンステムヘのレコード起票の指示として， レコードが採録された日付
を6桁の数字で記録する。 この採録日は2桁ずつからなる年月日の数字を記録する
3つのサプ ・ニ レメントからなる
（例） I 6711 o Io 5 I 1967年10月 5日
キーボードの操作や絹集上から生ずるエラーの訂正レコードでは採録日の変更
を行なわないが，LC印刷カードの改訂に起因するレコードの改訂の場合には，新
たな採録日が記録される。
2 出版年の種類
3 出版年 (1) 
4 出版年 (2) 
ある著作の出版年は目録カードを利用するユー ザーにとって重要な要素であ
る。検索の手掛かりと して非常に欲しい要素ではあったが，現行の手作業システム
では利用することができなかった。
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この出版年(1)(2)の内容については，次の出版イソディケーターが示す文字によ
って種類が明確にされる。
(s) 出版年は明瞭であり， 出版年ひとつが表示された出版物。または，4桁の
数字で表現することができる推定出版年。 出版年は Date1のフィールド
に記録され， Date2のフィールドには bが記入される。
（例）出版,jf項 キー Date 1 Date 2 
1966 s 1966 h l:Jh h 
c1966 s 1966 h b h b 
1966 [i. e. 1965〕 s 1965 b h b h 
(c) 出版物が刊行された出版年と，版権が登録された年との二つの年数からな
る出版物の出版年。 出版年が Date1のフィールドヘ，版権登録年がDate
2のフ ィールドに記録される。
（例）出版事項 キー Date 1 Date 2 
1966 〔C1965〕 C 1966 1965 
(n) 出版物の出版年不詳。 Date1, Date 2のフィールドはともにプラソク b
となる。
（例） 出版刃f項 キー
n. d. n 
Date 1 
"" 
Date 2 
1:51:51:51:5 
(r) 過去に出版された著作。原本の出版年を Date2へ。再刊された出版年を
Date 1へ記録する。
（例）出版事項 キー
1966 [c 1950〕 r 
Published in Dublin (in 1741) 
1966 r 
Reprinted from 
Green Howard's Gazette 
Date 1 
1966 
1966 
Date 2 
1741 
1:51:5 b b 
佃） 第一回配本図書の刊年と完結巻の刊年とが明確である多数の図書で構成さ
れる出版物の出版年。あるいは，完結巻の出版年が不明の場合，たとえば，
オープソ ・エ‘ノドのまま継続されている出版物の出版年が記録される。完
結巻の刊年が末定の時には（オープン ・エ ンドの時） Date 2のフ ィール
ドに9999がセッ トされる。第一冊目と最終冊との出版年が明瞭な著作の，
再刊もので， 以前に刊行された出版年が明確である著作については，mが
rに優先する。
（例） 出版事項 ← Date 1 Date 2 
1996-67 m 1966 1967 
V. I, 1967 
1966-(loose-leaf) m 1966 9999 
(q) たとえば，194-,19ー のごと くに1桁あるいは2桁の数字を欠いた出版年
を表示する出版物。推定される範囲の数と しては，遡って考えられる出版
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年として "O"を Date1に，その目録が作成された年を最近の年として
欠如する刊年に置き換えて Date2へ記録する。ここで の事例では
Date 2に目録を作成した年が記録されている。著作が再刊ものであって，
出版事項の出版年に数字の 1桁あるいは2桁を欠いたような場合には， q
がrに優先する。
（例）出版;J,項 キー Date 1 Date 2 
196- - q 1960 1968 
19— q 1900 1968 
5 出版国コード
出版国を表示する記号として， 2ないし 3文字の英文字コードが使用される。
著作が，合衆国，カナダ，ロシア，英連邦において出版されている場合，このフィ
ールドの最初の二欄には著作の出版された州，郡，その他，地域名コードが記録さ
れ，第三欄に国名コードが記録される。
（例） ¥PKl'5[ パキスタン
区カリフォルニア
出版地を表示するためにパイロット ・プロジェクトで考案されたコ ードは四文
字コードであった。もし，図書が外国書であれば最初の二文字で国名を (EN=
England), また，合衆国の図書であれば州名を (AZ=Arizona)表わし，残るニ
文字で都市名を表示した。このツステムによると，外国あるいは合衆国内の都市名
を最大676まで表わすことができる。ただし，この都市名コードは次のように国名
コード，州名コードと組み合わさなければ独自のコードとはならない。
ENCA=Cambridge, England 
MSCA=Cambridge, Massachuse廿S
出版地が不明の時にはこのコードは
xxxx 
となり，出版国あるいは出版した州名が判明しながら都市名不詳の場合には，この
国名コードは， xxと組み合わされて使用される。
このフィールドについては，当初の原案の段階からとりたてた反対意見もなく，
このコードは， レファレ｀ノス・ツールとして都市あるいは国ごとにリスト ・アップ
するための識別ディスクリミネィターとなり，また，収書統計を作成する場合にも
役立つといった点からこの固定フィ ールドに組み入れる ことが勧告されたのであ
る。
目録部のファイルからラソダムに抽出されたLCカード 846枚のサソプルによ
れば 出版事項に出版地ーカ所のみを記載したカードは97.3%であった。したがっ
て，出版地は一カ所のみをコード化すれば十分であろうとされた。このコード化に
は複雑な問題が伴うために，主要都市，主要国に限ってのみ指示するほうが好まし
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いと勧告されている。
6 さしえコード
対照事項に示された表示を次に示す英文字コードで四つまで指示する。四つ以
下の時にはプラソクとする。四つ以上のさしえ表示が記入されている場合には，次
に示す順位に従い四つまで記録する。
a=さしえ
b=地図
C=肖像
d=チャート charts
e=プラン plans
f=図版
g=楽譜
（例） 対照事項
ilus., maps (in pocket) 
ilus., plates, ports 
h=復製
i =紋章
j =系図
k=害式
1 =サンプル
m=聴銘資料
1:5=プランク
ilus., charts, facsim., music, ports 
la¥b ¥l1 l1¥ 
¥a¥c¥f旧I
I叫cld¥g¥
著作に収録されたさしえ頬は機械検索の上からも重要な情報のひとつである。
このさしえの記述については， RDC米国議会図書館目録記述規則に詳述され
ている。また，とくに明示するほどでもないさしえ類については，地図と肖像とを
除いて，一括して ilus.の略記号で記述してもよいと修正されている。 (LC.Cata-
loging Services, Bulletin 65, Aug. 1964) 
さしえば著作によっては全く無い場合があり，かたや，多数のさしえを収録
する図書においては4-6項目ものさしえを収録する場合もある。設計にあたつて，
一般のパクーソはこの4-6項目であろうと推批されたo さらに，さしえ事項とし
て重要なのは，さしえ，地図，肖像ぐらいではないか，この程度の項目をコード化
し検索用のデーターを作っても果して価値があるであろうか，との疑問もあった。
そこで，別の方法として，固定フィードではたんにさしえの有無のみを指示し，そ
れ以上の検索を望むユーザーには対照事項をディスプレーして補ってはとの考えも
あった。
このような観点から MARCIでは，さしえイソディケーターと地図インディ
ケーターが固定フィールドに設けられたのである。しかし，タスク ・フォ ースは，
さしえはこれらの種別を固定フィールドに記録することが好ましいとの見解をとっ
ていた。
調査の結果，〔表1〕のごとくに，印刷カードの対照事項に四つ以上の項目が
記載されている事例はわずかに 1%であることが判った。これは，逆に，四種類の
さしえ事項のコードを記録するスペースが与えられればファイルの99%までがカバ
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ーされることになるのである。
表 1 Avram, H. D. & others: Fields ofInformation on Library of Congress 
Catalog Cards. Library Quarterly, 37. 
サンプル 1 サンプル 2
(1950-57) (1957-64) 
度 I% 頻度 I% 頻鹿 I% 
318 46. 7 210 37. 2 528 42. 4 
217 31. 9 193 34. 2 410 32. 9 
llO 16. 2 98 17. 4 208 16. 7 
32 4. 7 47 8. 3 79 6. 3 
2 o. 3 12 2. 1 14 1. 1 
2 0. 3 4 0. 7 6 o. 5 
681 100. 1 564 99. 9 1. 245 99. 9 
筒なし 206 47. 7 219 40. 0 425 43. 4 
略あり 226 52. 3 328 60. 0 554 56. 6 
表
示計 432_ 100. 0 547 100. 0 979 100. 0 
?
????
?
?
?
???
?
?
?
?
さしえが完全表示された印刷カードのサソプル 1では，さしえ表示が三項目以
下で99.5%を示すが，サソプル2においては， 97.1%になる。したがって， 99%以
上をカバーするためには，四つのさしえ項目が必要と判断された。そこで， MARC
Iでは目録レコードの対照事項に記載されたさしえ表示のうち，四つまでを英文字
コードで記録することになった。この記録順位は上述のとおりであるが，これらの
基礎データーとなった統計が，次に示す目録カードの対照事項に現われた頻度調査
表 2 同上
さ し え項目
サンプル 1 サンプル 2
(1950-57) (1957-64) 計
頻度 I% 頻度 I% -
Illustration 
Maps 
Portraits 
Diagrams 
Plates 
Tables 
Facsimiles 
Music 
Plans 
Charts 
Genealogical table 
Profiles 
Forms 
Woodcuts 
Coats of arms 
Graphs 
Group portraits 
?
，?
?????????
??
? ???
ー
????????
??
? ? ?? ??
??
?????
??
??
??????
ー
????????
?
??
??
??
??
??
，?ー
????
??
???
?????
?
?
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〔表2〕である。
7 イソテレクチュアル ・レベル・コード
児童を対称とする著作を区別する目的で英文字一字を用いる。児童図書であれ
ばこのフィールドに "j"が，そうでなければブラソクが記録される。 コーディン
グにあたっては次の規準に従って児童文学を識別することになる。
1. 件名標目の細区分に "juvenileliterature"が使用されている。
2. 児童小説として PZ5-PZ10.7の LC分類記号が与えられている。
3. デューイ十進分類番号に "J"の記号が付記されている。
4. ACカードのデューイ番号の位置に "E""Fie"が使用されている。
児童向，成人向，普及版，学術書，テキスト（小•中学 ， 大学，大学院に細分）
などの著作に関する解説情報をこの規準で指示しようとする試みである。
現在，印刷カード上ではこの種の情報を系統だてて記述する処置はとられてい
ない。このような特徴のもつ価値についてはいままで討議されたことがないが，デ
ーター項目の配列にむずかしさがあり，かつ，カタローギングのプロセスで担当者
に余分な作業を負担させることにもなる。この種の規準を適用する場合，第一に問
題となるのは，一連の範略の設定であろう。すべての著作をおのおのひとつの範暇
に指示することができるであろうか。その範疇の数はといった問題がある。第二に
は，設定された範疇内でどこまで包括することができるであろうか。ー著作内容を
児童向けと指示するだけで事足りるであろうか。児童と青年，あるいは，各年齢層
に細分しなければならないのではないであろうか。といったことがある。この種の
規準を多数の読者層を対称として設定することは容易なことではなく，その発揮す
る価値は適用される統一性に大きく依存するとされた。
このような観点から固定フィールドにおけるインテレクチュアル・レベルの項
目は，明確に定義された範略の確立がまず前段として要求され，最終結論を出す前
になお研究を進める必要があると勧告されたo
MARC Iではこれが児童図書イソディケーターとして固定フィールドに欄が
設けられ，MARCI ではイソテレクチュアル・コードとして児童図書を指示する
欄が設けられたのである。
8 複製形体コード
写真技術によって，あるいは，その他の技術によって肉眼では判読できないま
でに涙縮複製された著作であれば，複製の種類を指示する次のコードでこれを表示
する。また，拡大印刷された著作であればこれも指示する。
a=マイクロフィルム
b=マイクロフィッシュ
C=マイクロオパーク
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d=拡大印刷
ti=ブランク（扱製に非ず）
ISS Planning Memorandum. no. 3にもとづいて固定フィールドに記録する
カード ・ナソパーが討議された際に，地図， レコー ド盤， 映画 フィルム， フィル
ム・ストリップ，マィクロフィルム，マィクロプリソ ト，写本，ブレール点字など，
資料の物理的形体については，すでにLC目録においてはこれをカードナ‘ノバーに
プレフィックスで明示してあるためにこの目的のために新たに固定フ ィールドを
設定する必要はないとされ， MARCIではこれが省かれた。 しかし，単行図書と
は別に節単に見分ける方法を諧ずべきであると提案されていたo
MARC I ではこれが複製形体コードとして設定されている。
参考図書コード
レファレ‘ノスを目的とする利用頻度の高い資料は，ー文字の英文字コ ードでこ
れを識別する。数種類の資料を収録する著作は四つまで識別を考慇する。これらの
情報は標題事項や件名標目，あるいは，注記から抽出される。四つ以上の種類が収
録されている場合には，次に示すリストの順位に従って四つまで記録する。四つ以
，?
表
3 
害誌を 5
LC 件数 頁以上収 率分類 録する件
数
A 13 
B 186 18 9.68 
C 17 
D 188 19 10.11 
E 73 14 19.18 
F 53 5 9.43 
G 43 
H 211 26 12.32 
J 46 5 10.87 
K ， 
L 68 6 8.82 
M 30 4 13.33 
N 75 7 9.33 
p 574 33 5.75 
Q 206 25 12.14 
R 21 2 9.52 
s 14 
T 72 1 1. 39 
u 18 
V ， 
z 53 22 41. 51 
Total 1981 187 9.44 
NUHBER OF llfHS IN FONDREN 
SRHPしfBT NUHBER OF PRCES OF Bl BL IOCRRPHT 
Iり10llfHS HRO NO BIBLIOCRRPHIC INFORHRIION NOTfOI 
pf
••
"•"nc 
?
? " " " ,. , 
NU'8EA OF PACES OF Bl BLIOCAAPH> 
図 1 Dolby, J. L., Forsyth, V. J., Resnikof, 
H. L.: Computerized Library Catalogs. 
p. 151. 
- 41-
下の時には残る欄はプラソクとなる。
(1) b =害誌 (7) r =便郊
(2) C =目録 (8) y =年鑑
(3) i =索引 (9) s =統計
(4) a=抄録 (le} h=ハンドプック
(5) d =辞害 (1) p =Programmed Textbooks 
(6) e =百科辞典 M b=プランク（参考図書に非ず）
MARC Iの固定フィールドでは書誌イソディケークーが独立したフィールド
となっていたが， MARCI においては参考図害フィールドのアイテムになってい
る。一般的に重要な書誌は目録記入の書誌脚注 Bibliographicalfootnoteに記載
されるのであるが，この書誌に関して，ライス大学 FondrenLibraryで行なわれ
た調査がある。〔表3〕のごとく， 5頁以上の書誌を収録する図書は，抽出された
サンプルカード 1,981件のうち 187件，率にして9.44%となっている。文学〔P〕
を除けぽ，この率は1%ともなる無視できない重要な項目である。
収録された書誌の頁数と件数についての詳細は，次の〔図1〕にみられる。書
誌を収録しない件数は， 1.401件。
10 官庁刊行物イソディケーター
現時点ではこの情報を記録していないのでこの欄はプラソクとなる。
1 会談出版物イソディケーター
著作が会議，集会，シソボジウムの議事録，報告書，概報等である場合には，
この文字欄に "l"を，それ以外の図書には "O"を記録する。
12 記念論文集インディケーター
著作が記念論文集である時にはこの文字欄に "l"が，そうでなければ "O"が
記録される。
13 索引イソディケーター
著作に内容索引が収録されている場合には "l"を， それ以外の図書には "O"
が記録される。
ISS Planning Memorandum. no. 3では固定フィールドに“書誌上の種類"
の項目が設けられていた。この“書誌上の種類"とほ，記念論文集，会議資料，官
庁出版物，学術発表（学位論文，卒業論文など）文庫目録，その他，学術研究にと
って重要な範賂に属する種類の出版物を指すものであった。
これらの著作を検索する固定フィールドの設定はレファレンス上からの意義は
大きい。この種の必要とする情報は，一般的にはある形式で目録カードに表示され
ているために，コスト，労力の面では現状以上の調査や判断は要しないとされ，
MARC Iでは“会議資料インディケーター”が， MARC Iでは“官庁刊行物イ
ソディケークー""会談衰料インディケーター""記念論文集インディケーター”が
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採り入れられて補強された。
14 記入の本体内に繰り返される主記入イソディケータ ー
主記入として用いられた著者名が，書名の一部または著者表示，出版事項など
の記入の本体内に再度記述される場合がある。ある場合には著者名とまったく同じ
形式で記述され，ある場合には異った形体で記述される。かように，いかなる形体
であろうとも記入の本体内に主記入（棟目）が繰り返されておればこのフィ ールド
に "1"を，さにあらざれば "O"を記入する。
15 フィクツョ｀ノ・インディケーター
著作がフィクション（小説）である場合には， このフィ ールドに "1"をそれ
以外は，"O"を記入する。
16 伝記コード
著作が伝記あるいは自叙伝である場合に，次のコードがこの欄に記録されるo
a=自叙伝
b=個人の伝記（各伝）
C=多人数の伝記（双伝）
d=伝記情報を収録
b=プランク（伝記に非ず）
17 言語コード
著作の言語は常に 3字の英文字コードを用いてこの欄に記録される。著作が多
数の国語による場合や翻訳ものである場合には，優位の言語コードがこの欄に記録
され，その他の言語コードは，その優位に立つ言語コードをも含め，可変フィール
ドの 104 11に記録される。
言語は検索にとって重要な手掛りのひとつでもある。 フオーマッ トの設計にあ
たっては，多数力国語を最少の言語フィ ールドでカバーすることを考えなければな
らない。ボイソトは，レファレンス上の用途の度合と， この用途を禍たすために要
するコ ス トとの比較である。
蔵書のうちー言語で表わされた図書数。
ニカ国語，三カ国語で表わされた図書の占める率。
完全な言語コ ードを蔵書全体に与えるためのカタローギ‘ノグ上のコ スト。
小率を占める一部の言語をも満たすと ともに，完全性を期すために必要な，フ
ァイ ルに追加される文字数。
これらの問題は，その大半が多数力国語で表わされた著作や翻訳書の場合に起
こる。原案の段階では，根拠となる十分な統計上の裏付けを欠いたが，ニカ国語あ
れば蔵書のほとんどを表示することができるであろうと推測された。 そこで， その
後実施された調査結果〔表4〕をみてみよう 。
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表 4 Avram, H. D. & others: Fields of Information on Library of Congres 
Catalog Cards. Library Quarterly, 37. 
サンプル 1 サ ン プ ル 2 計
(1950-57) (1957-64) 
使用言語数
頻度 i％ 頻度 I ％ 頻疫 l％ 
1 1,033 92.8 1,020 91.8 2,053 92.3 
2 74 6.6 75 6.8 149 6.7 
3 3 0.3 3 0.3 6 0.3 
4以 上 3 0.3 13 1. 2 16 0.7 
計 I 1. 113 I 100.0 I 1. 111 ¥ 100.1 I 2.224 I 100.0 
この結果からも， 1カ国語92.3%, 2カ国語6.7%,計99%が示されており ，
固定フィ ール ドの言語コー ドは2カ国語あれば十分にカバーできると判断される。
しかし， サンプル1とサ｀ ノプル2との比較において， 4カ国語以上の指数が増大し
ているが，この傾向が高まる ことは今後の課題となろう。
言語については， 言語フ ィール ドが二つあればほとんどの著作にと って十分で
あろう との意見の一致をみたのであるが，できれば，必要な場合にはそれ以外の言
語をも表現できる能力が望ましいとの提案が出され，MARCIでは，1カ国語に
表 5 同上
? ??
?
?
English 
Russian (Cyrilic) 
Cerman 
Spanish 
French 
Hebrew 
Polish 
Czech 
Italian 
Portuguese 
Dutch 
Danish 
Serbo-Croatian 
Swedish 
Latin 
Bulgarian (Cyrillic) 
Ukranian (Cyrillic) 
Norwegian 
Finnish 
Hungarian 
Serbo-Croatian(Cyrillic) 
Other 
Total 
サンプル 1
(1950-57) 
?????
??
???????
? ??? ??????????? ? ? ? ? ?????????????
?
?
?
?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
．?
?
?
?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
ー ?
?
?
?
?? ?? ?
?
?
?
?? ?
??，、??
?
?
?
?
1. 113 I 99. 9 I 1. 111 I 100. 5 I 2, 224 I 99. s 
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よって表わされた図書を言語フィールドに， 1カ国語以上の言語が用いられた図書
については可変フィールドの団O百］に記録することになった。しかし，これは，
その後の改訂で可変フィールドの Io4 1 Iに変更された。
この著作に用いられた言語統計のほかに，表題紙に現われた言語別の調査〔表
5〕がある。
この調査ではニカ国語以上の言語が表題紙に並記されている場合，優先する表
題の言語を集計している。 ' 
この統計は， LCの“レギュラー.. レコードを母数とした図書における言語の
分布表であるが，この統計と ，数学専門誌の表題紙に現われる言語頻度とを対比し
たのが次の［表6Jである。
この数学専門誌にみられる言語の集計にあたっては，
(1) 表題紙がラテン語で表わされている場合，その雑誌の出版国の言語をとっ
た。
(2) 表題紙がラテン語以外の言語で表わされている場合，出版国に関係なくそ
の用いられた言語によった。
(3) 表題が多数力国語で表わされている場合には，もしN力国語が使用されて
おれば 1/N力語を表題の言語数として集計している。
表 6 Dolby, J. L. S others. Computerized Library Catalogs. p. 127. 
数学専門誌＊ L C蔵害
頻度 I % 頻度 I %** 
English 331. 83 43.8 500 47.3 
Russian 115. 0 15.2 145 13.7 
German 86.5 11.4 136 12.8 
SFpr anish 38.0 5.0 67 6.3 
ench 82.5 10. 9 77 7.3 
Polish 16.5 2.2 8 1.6 
Czeck 9.5 1. 3 17 1. 6 
Italian 45.67 6.0 20 1. 9 
PDourtcuh guese 13.0 1.7 20 1.9 
16.0 2.1 18 1.7 
Danish 5.0 0.7 12 1.1 
Serbo-Croatian 4.5 0.6 ， 0.8 
Swedish 13.0 1.7 13 1.2 
Bulgarian 4.0 0.5 6 0.6 
Norwegian 9.0 1. 2 4 0.4 
Finnish 7.0 0.9 5 0.5 
Hungarian 11.0 1. 5 3 0.3 
* 1964年の統計を基晦とした。
* Hebrewを除いた率である。
また， LC蔵書における言語別の調査統計を基礎に「蔵書における言語の分布
比率は，国の経済成長と関係し，おのおのの国の GNPの比率と相対的な関係があ
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る」＊とする研究も発表されている。 NPAC計画によって広範囲な収書活動を実施
している LCの今後の蔵書構成における言語分布を推測する一手法ともなろう。
* On Economic Growth of Nations and Archival Acquisitions Rates, in Computerized 
Library Catalogs by J.L. Dolby & others. p. 15-13, 
LCでの言語分布の調査は，たんに，フォーマットの設計に際して，言語コー
ドを記録する固定フィールドの数，および，コードの字数を判断する基礎データー
として必要なばかりではない。言語が異なれば，用いられる特殊記号，発音記号が
異ってくる。入力する場合のキーボードのレイアウトは？ 出力する際のライソプ
リンターのチェーンは？ といった不可避の問題ともかかわるのである。
しかし，この蔵書構成における言語の分布は，図書館の規模や種類によって大
きく異る。 LCと大学図書館，また，リサーチ・ライプラリーとではかなりの隔た
りがあろう。ライス大学の FondrenLibraryで行なわれた調査 〔表7〕があるの
でこれをあげよう 。蔵書数27万冊l)なかから，継続ものを除きランダムに抽出 した
1. 829枚のカードを基にした集計表である。
この統計によれば，英，独，仏，伊の四カ国語だけで96.6%になる。 LCでは
ロシア語が13.4%と第二位を占めているのに対して，ここではわずかに0.38%しか
占めていない。これは大きな相違点であろう。
表 7'Dolby,J. L.& others. Computerized Library Catalogs, p. 94. 
ライス大学 Fondren Library 
言 語 I 頻 度 I ％ 
English 1,355 74.08 
German 215 11. 76 
French 146 7.98 
Italian 38 2.78 
Spanish 33 1.81 
Latin 13 0.71 
Portuguese 13 0.71 
Russian 7 0.38 
Icelandic 3 0.16 
Polish 2 0.11 
Swedish 2 0.11 
Dutch 1 0.05 
Japanese 1 0.05 
上表の言語順位に従って，参考までに，それぞれの言語に用いられる発音記号
特殊記号をあげておこう。
German a ． o ． u ． 
French aai;eeee 6 u fr i re (CE) 
Italian a e 1 o u 
Spanish aeinouii 
Latin (modern) 
Portuguese a a a c; e 5ouu 
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Russian e i'f 冦 II I 兌 efiiiafy
Icelandic a 6 (D) e i 6 o u y ]J (P)ぉ（尼）
Polish a c e l (L) n 6 s z z 
Swedish a a o 
Dutch a a e e 
BNB/MARCにおける言語コード
? ?
1 (etc.) 
Short List of The More Common MARC Language Codes 
ALB 
ARA 
ARM 
BAQ 
BEN 
BUL 
BUR 
CAT 
CHI 
COP 
CHE 
DUT 
ENG 
ESP 
EST 
FIN 
FLE 
FRE 
GAE 
GER 
GRC 
GRE 
HEB 
HUN 
ICE 
IND 
IRI 
ITA 
Albanian 
Arabic 
Armenian 
Basque 
Bengali 
Bulgarian 
Burmese 
Catalan 
Chinese 
Coptic 
Czech (Bohemian) 
Dutch 
English 
Esperanto 
Estonian 
Finnish 
Flemish Dutch 
French 
Gaelic (Ersh) 
German 
Greek (Classical) 
Greek (Modern) 
Hebrew (Modern) 
Hungarian (Magyar) 
Icelandic 
Indonesian (Malay) 
Irish 
Italian 
JAP 
JAV 
KOR 
KUR 
LAO 
LAT 
LAV 
LIT 
IND 
MNXF 
PAL 
PER 
PEO 
PLS 
POR 
PRO 
PUS 
RUM 
RUS 
SIA 
SPA 
SWE 
TAM 
THA 
TIB 
TUR 
WEL 
Japanese 
Javanese 
Korean 
Kurdisii 
Lao (Tian) 
Latin 
Latvian 
Lithuanian 
Malay 
Manx 
Pali 
Persian (Modern) 
Persian (Old) 
Polish 
Portuguese 
Provencal 
Pushtu 
Rumanian 
Russian 
Siamese 
Spanish 
Swedish 
Tamil 
Thai 
Tibetian 
Turkish 
Welsh 
Section 17. 2 
18 改変レコード・イソディケーター
LCの印刷カードに記載された一切の情報を逐ー MARCレコードに収録する
ことができない場合，次のコードのひとつがこの文字欄に記録される。
X=文字が改変されたレコード（ローマ字以外の文字とか，一般に使用されな
い数学記号などが改変される）
S=長文の内容注記のために短縮されたレコード（最大許容址を越えたレコー
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ドの時に短縮される）
li=改変な し。
19 目録作成個所コード
他館で作成した目録から，そのすべて，あるいは，その一部の目録間報を抽出
したレコードには次のコ ードを記録する。
a=国立股業固書館
b=国立医学図害館
C=目録作成協力館（可変フィールド匝王亙Itここの協力館が指示される）
li=ブランク (LC目録）
MARC I の改訂版にみられる固定（長）データー ・エレメソトの新設項目は
さきの対照表からも明らかであるが， 18,19の二項目が新設されている。 とくに
"19のC"の目録作成協力館のコードなど，今後の協力作業をうかがわせるもので
ある。
初期 MARCIの設計段階においては，データー項目の選定が経験的に割り出
された個所もそこここにみられる。 MARCI からその改訂版への過程においても
個々のフィールドやデー ターにかなりの修正が加えられている。そこで，改訂版
('70年4月）をもとに，そのコソトロール・フィールドのうち固定（長）データ
ー ・ニレメソトの各コードを中心に，書誌的固定フィールドの推移をたどってみ
た。
参考文献
Avram, Henriette D.: MARC pilot project: final report on a project; 
sponsored by the Council on Library Resources, Inc. Washington, 
Library of Congress, 1968 
Avram, Henriette D., Guiles, K. D., and Meade, G. T.: Fields of infor-
mation on Library of Congess catalog cards. Library Quarterly 37, 
1967 
Avram, Henriette D., Knapp, John F., and Rather, Lucia J.: The MARC 
I Format: a communications format for bibliographic data. Wash-
ington, Library of Congess, Information Systems Office, 1968 
Avram, Henriette D., Freitag, Ruth S., and Guiles, Kay D.: Proposed 
format for a standardized machine-readable catalog record ; a prelim-
inary draft. [Washington] Library of Congres, Office of the Infor-
mation Systems Specialist, 1965 
British National Bibliograohy: MARC record service proposals. BNB 
MARC documentation service publication. no. 1 
Dolby, J. L., Forsyth, V. J., and Resnikoff, H. L. : Computerized library 
catalogs. Cambridge, Mass., The M. I. T. Pr., 1969 
Rather, Lucia J. : Special characters and diacritical marks used in 
Roman alphabets. Library Resources & Technical Services. v. 12, 
-48-
MARC計画の推移
no. 3. 1968 
U.S. Library of Congress. lnformBtion Systems Office: Project MARC; 
an experiment in automating Library of Congress catalog data. 
Washington, 1967 
U. S. Library of Congress. Information Systems Offiice: The MARC 
pilot experience: an informal summary. Washington, 1968 
U. S. Library of Congress. Information Systems Office : Specifications 
for magnetic tapes containing monographic catalog records in the 
MARC I format. Washington, Library of Congress, 1970 
(A召46.8.13)
- 49-
